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第 95 回 報 告 書
平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
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● ● ● 株主の皆様へ
　拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
あげます。
　第95期（平成27年4月1日から平成28年3月31
日まで）の事業内容をご報告するにあたりまして、
ご挨拶申しあげます。

　この度は、資源市況の急激な悪化を背景に、減損
処理を行う結果となりましたことを大変重く受け
止めております。今回の処理により当面の懸念材
料は一掃したと考えており、今後は、次項にてご説
明する「Global Vision」ー for the Next 10 years 
established in 2016ｰの実現に邁進していく所存
です。
　この1年間の世界経済を概観しますと、中国経済
の減速、原油価格の急落、米国利上げによる影響
で、新興国経済が低迷し、全体として緩やかな成長
にとどまりました。欧州経済は、難民問題やテロに
よる治安の悪化が政治・社会の不安定要因となりま
した。中国では、「新常態」への移行のための過剰
投資抑制で成長が減速し、その結果、新興国経済は
中国向け輸出の減少と一次産品価格の下落による
減速に歯止めがかかりませんでした。
　こうした中、わが国経済は、個人消費の伸び悩み
と輸出の回復遅れで踊り場状態が続いています。
　このような経営環境のもと、豊田通商グループの
売上高は8兆1,702億円、営業利益は1,402億円と
なりました。一方で、一過性の減損損失等の発生か
ら親会社株主に帰属する当期純損失は437億円と
なりました。

　配当に関しましては、当期においては当期純損失
となるものの、期末配当金は１株につき31円とす
ることを第95回定時株主総会にてご承認いただき
ました。
　なお、当事業年度の1株当たりの配当金は、中間
配当金31円と合わせ、年間では62円となり、前事
業年度の配当金に比べ6円の増配となります。
　当社は株式会社トーメンとの合併後10年という
節目の年を迎え、経営環境の大きな変化に対応し、
真のグローバル企業として一層の進化を遂げるた
め、この5月に「Global Vision」ｰfor the Next 
10 years established in 2016ｰを策定いたしま
した。当社ならではの「Toyotsu Core Values」
を活用・発揮し、企業価値を高めてまいります。
　「Toyotsu Core Values」を生かした、豊田通
商らしい新たな取り組みを以下ご紹介いたしま
す。
　当社の重点地域であるアフリカ地域では、アフリ
カ最大級の物流網を持つ仏ボロレ社（Bolloré 
S.A.）と包括的協業意向書を締結しました。アフリ
カ及びその他地域において、多岐にわたる事業分野
での協業を目指してまいります。
　また、当社関係会社のCFAO社（CFAO S.A.）
は、2015年12月にコートジボワールのアビジャン
にショッピングセンター「PlaYce Marcory」をリ
テール事業第一号店としてオープンいたしまし
た。この出店を皮切りに、今後アフリカ8か国への
展開を計画しています。
　一方、当社の強みである自動車分野では、東レ
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株式会社と共同で炭素繊維リサイクルの取り組み
を開始します。それぞれの知見・ノウハウを生かし
て炭素繊維のライフサイクルを通した循環型社会
の実現に貢献してまいります。
　今後の投資につきましては、「Global Vision」
の3領域を中心に収益基盤の強化を進めてまいりま
す。なお、財務体質改善のため、営業キャッシュフ
ローの範囲内で当社の強みが発揮できる案件を厳
選し、進捗を厳格に管理することで、投資効率の向
上を図ってまいります。
　当社はグローバルダイバーシティ（多様性）＆イ
ンクルージョン（受容）を推進しており、各種研修
の実施、海外を含む豊田通商グループ全体での人材
登用に向けてグローバルな人事制度の検討を進め
ています。また本年4月施行の「女性活躍推進法」
行動計画では、女性を含む全社員が活き活きと働き
能力を発揮し続ける風土・制度づくりを掲げて取り
組んでまいります。
　当社グループをご理解いただき、ご支援くださっ
ている株主の皆様に心より感謝申しあげますとと
もに、今後とも変わらぬご支援を賜わりますようお
願い申しあげます。

敬具
平成28年6月

2

株主の皆様へ


